
 

 

 

 

福島・中国高校生友好交流事業「あいでみ」 

2016 年度活動報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成：あいでみ 5 期生 

 

 

芳賀萌美・山口聖二・七島淳平・渡辺輝大・小貫和音 

青田卓也・斎藤隼輝・菅野なな実・佐藤千咲・大河内稜也 

鈴木拓磨・赤木宥衣・倉上舞・室井美由喜・橋本路平 

左雨久乃・吉川仁菜・白岩華 

 

 

 

 



目次 

1.  はじめに 

代表：芳賀萌美・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3 

2. メンバー紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4 

3.  2016 年度 実施交流会全行程 

    復旦大学付属高校生来県時スケジュール・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5 

  上海渡航時スケジュール 

4. 今年度の交流事業概要 

  ＊福島交流会ディスカッションテーマ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6 

  ＊上海交流会ディスカッションテーマ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7 

5. レポート 7 月福島交流会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7 

6. レポート 12 月上海交流会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11 

  ①上海交流会 1 日目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11 

   出国 

  ②上海交流会 2 日目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12 

   学校見学/テーマ別現地視察 

  ③上海交流会 3 日目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17 

   ディスカッション/プレゼンテーション/上海市内観光 1 

  ④上海交流会 4 日目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24 

   上海市内観光 2/家庭訪問/お別れ会 

  ⑤上海交流会 5 日目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 29 

   帰国 

7. まとめ(感想/今後の展望)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 29 

  山口聖二 

  七島淳平 

  渡辺輝大 

  小貫和音 

  青田卓也 

  斎藤隼輝 

  菅野なな実 

  佐藤千咲 

  大河内稜也 

  鈴木拓磨 

  赤木宥衣 

  倉上舞 



  室井美由喜 

  橋本路平 

  左雨久乃 

  吉川仁菜 

  白岩華 

8. 収支報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・35 

9. 最後に・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・35 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1.はじめに 

【代表：芳賀萌美】 

代表として私が今回のあいでみに求めていたことは、「プロジェクトとしてのあいでみの成

長、そして関わったメンバーが自身の成長を実感すること」です。中国と言う国に実際に

触れることでメンバーそれぞれの中にあった先入観を見つめ直すこと、現地でのディスカ

ッションでテーマについての考えを深めることはもちろん、あいでみという 1 つのプロジ

ェクトに関わったことで自身がどれだけ成長出来たのかついても考えて欲しいなと思って

いました。 

あいでみの活動目的は「悪化しつつある日中関係を、両国の高校生同士の草の根の交流か

ら改善していくこと」です。今回で 5 回目の活動になりますが、活動を重ねていく中で次

の世代により求められていくものは『活動することへの価値をどれだけ見出せるか』だと

思います。そして渡航前準備中、渡航中に私達が最も悩み考えたのがこの『価値』という

部分でした。全員が活動の価値についてたくさん考えました。考え続けた時間は本当に苦

しかったです。何度も心が折れそうになりました。ですが、この熟考があったからこそ、

私達は現地で自分達の活動の成果を、あいでみの成長を実感することが出来たのだと思い

ます。そしてこのような時間を過ごしたことは、メンバー1 人 1 人にも大きな成長をもたら

しました。自分自身に真正面から向き合い、自身の課題を解決しようと奔走する姿は、私

が今回のあいでみに求めていたものそのもので、18 名全員があいでみに参加した『価値』

を見出せた瞬間だと思いました。素直に嬉しかった、本当に嬉しかったです。 

あいでみ、そして自分自身の成長を実

感することが出来た今、私達には大切

な使命があります。それは「伝えるこ

と」。私達の活動を誰かに知ってもら

うことは、あいでみに『新たな価値』

を生み出します。自身の経験・成長を、

あいでみの成長を誰かに伝えたい！

そんな思いが溢れている私達が、渡航

までの約半年間『活動の価値』を追い

求めてきた私達が、「思いを伝える」という方法であいでみに『新たな価値』を作り出して

いきます。 

私達のこの思いが、活動が、ほんの少しでもいい。日中関係改善のきかっけになることを、

誰かの心に届くことを切に願います。 
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2.メンバー紹介 

 

【コアメンバー※注】 

  ☆芳賀萌美(はがめぐみ)・・・高校 2 年 

   山口聖二(やまぐちせいじ)・・・高校 2 年 

   七島淳平(しちしまじゅんぺい)・・・高校 2 年 

   渡辺輝大(わたなべてると)・・・高校 2 年 

   小貫和音(おぬきかずね)・・・高校 2 年 

【新規参加メンバー(10 月~)】 

   青田卓也(あおたたくや)・・・高校 3 年 

   斎藤隼輝(さいとうとしき)・・・高校 2 年 

   菅野なな実(かんのななみ)・・・高校 2 年 

   佐藤千咲(さとうちさき)・・・高校 2 年 

   大河内稜也(おおこうちりょうや)・・・高校 2 年 

   鈴木拓磨(すずきたくま)・・・高校 2 年 

   赤木宥衣(あかぎゆい)・・・高校 2 年 

   倉上舞(くらかみまい)・・・高校 2 年 

   室井美由喜(むろいみゆき)・・・高校 2 年 

   橋本路平(はしもとみちひら)・・・高校 1 年 

   左雨久乃(さっさひさの)・・・高校 1 年 

   吉川仁菜(よしかわにいな)・・・高校 1 年 

   白岩華(しらいわはな)・・・高校 1 年 

 

 

※コアメンバー 

コアメンバーとは、その名の通り活動の核(コア)として参加メンバー、あいでみを導く立場

を意味します。今回のコアメンバーは、7 月に実施しましたあいでみ 5 期福島交流会から参

加しているメンバーで構成されています。 
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3. 2016 年度 実施交流会全行程 

 

復旦大付属高校生来県時         福島メンバー上海渡航時 

7/14                   12/21 

12:50 成田空港到着            13:30 仙台空港集合 

17:30 福島市到着             20:30 仙台空港出発 

18:30 夕食                23:00 浦東空港到着 

20:30 市内宿泊施設到着           0:00 復旦高校学生寮到着 

 

7/15                                     12/22 

8:30 朝食                7:15 朝食 

9:30 出発                8:00 始まりの会/アイスブレイク 

10:00 福島高校見学             9:40 学校見学 

12:30 昼食                12:15 昼食 

14:00 県立美術館訪問           13:30 学校見学 

15:30 福島高校交流会           14:10 自由活動 

17:30 家庭訪問              18:00 夕食 

21:00 市内宿泊施設到着          19:00 学生ディスカッション 

 

7/16                   12/23 

7:30 朝食                 7:20 朝食 

 9:00 出発                8:30 学生ディスカッション 

11:00 相馬視察              11:15 昼食 

11:45 昼食                12:10 学生ディスカッション 

12:45 出発                14:00 テーマ別プレゼンテーション 

14:00 浪江視察              15:30 上海市内視察 

15:00 小高区視察             20:00 夕食 

15:50 道の駅相馬訪問 

18:10 夕食                12/24 

19:30 学生ディスカッション         7:15 朝食 

                     8:00 上海市内視察 

7/17                                     12:00 昼食 

7:30 朝食                13:30 家庭訪問 

 9:00 出発                       19:30 お別れ会 

 9:15 菱沼農園訪問 
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 10:15 出発                12/25 

 12:15 昼食(大内宿)               7:00 復旦高校学生寮出発 

 13:30 出発                  8:30 浦東空港到着 

 14:30 渡部恒三氏講演            10:35 浦東空港出発 

 15:30 赤ベコ絵付け体験           14:25 仙台空港到着 

 16:00 鶴ヶ城見学 

 16:30 出発 

 18:30 夕食 

 19:30 学生交流 

 

  7/18  

  6:00 出発 

 11:30 東京到着 

 12:30 東京大学見学＆昼食 

 14:00 東京視察 

 17:30 夕食 

 

  7/19 

 11:30 羽田空港到着 

 13:30 羽田空港出発 

 

 

4. 2016 年度交流事業概要 

 

【あいでみ 5 期‐全行程を通して‐】 

2016 年 7 月 14 日～7 月 19 日の 5 日間、上海市にある復旦大学付属高校から 11 名の学

生が来県しました。福島高校へ訪問・授業見学や、相双・会津地区での視察等で福島県

に触れて頂きました。2016 年 12 月 21 日～12 月 25 日の 5 日間は、福島県から 18 名の

高校生が上海へ渡航しました。現地のたくさんの方々に温かく迎えて頂きました。私達

は全 2 回の交流会でそれぞれにテーマを設け、そのテーマについてディスカッション、

プレゼンテーションを行ってきました。 

 

＊福島交流会でのディスカッションテーマ 

〈コンセプト：結婚観について考えてみよう〉 

 福島交流会でのディスカッションテーマは「結婚観」です。国共通で将来向き合ってい
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くものであること。結婚観について話し合うことで自己開示のきっかけになり、課題も

発見できるのではないかと考えテーマに設定しました。しかし、ディスカッションを通

して私達が得られた答えは、「日中関係を高校生同士の交流から改善していく」というこ

の活動を行う価値に結び付くものではありませんでした。 

 

＊上海交流会でのディスカッションテーマ 

〈コンセプト：教育について様々な視点から考えてみよう〉 

上海交流会のディスカッションテーマは「教育」です。日本と中国。国は違えど教育を

受ける立場にある私達であるからこそ見える課題。この課題に日中両国それぞれが向き

合い解決策を考える。この課程を踏む中で相互理解を深め、ここから日中関係改善に繋

げていけないか、そのように考えこのテーマに設定しました。ディスカッション班は 4

班に編成し、4 つの異なる視点から教育について考えることで幅を持たせ、より内容の濃

いディスカッションを目指しました。途中、様々な壁にぶつかり上手くいかなかった部

分も多くありましたが、プレゼンテーションでは 18 名全員が無事成果を報告することが

出来ました。 

 

 

5. 7 月福島交流会 

 

あいでみ 5 期として初めての中国メンバーとの交流でした。現在、日本に留学している中

国メンバーの卒業生も駆け付けてくれて、久しぶりの再会にもなりました。今回は新メン

バーがほとんどなので、会う前はどう声をかけるべきかなどたくさんの事を考えていまし

たが、実際そんなに考えず、笑顔で声をかけることが自分にとっても相手にとっても有効

なのでは？と考えるようになりました。 

 

その後、ホテルの近くのフードコートでの

食事をしました。いろんなお店やメニュー

があり、日本メンバーが中国メンバーの希

望を聞き、店員さんに注文するという絶対

にコミュニケーションをとらなければいけ

ない状況で、積極的に話しかけ、中国メン

バーの隣にするなどとてもよい行動をする

ことができました。 

逆に日本メンバーにこれはどうするの？これはどんな料理なの？と中国側が話をしに来て

くれてお互い積極的に関わることが出来ました。 
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就寝前の時間では自己紹介も兼ね簡単な体を動かしたり、コミュニケーションを使うゲー

ムしました。日本側の連携がうまくいかず必要なものがなく予定を変更するという悔しい

思いをし、また 1 つ反省すべきことができました。中国メンバーは慣れない地で日本語や

英語を駆使して私たちにいろんなアプローチをしてくれているのに自分たちの準備不足で

初日からふがいない結果になってしまい申し訳なかったです。しかし中国メンバーと話せ

たこと、また仲良くなることができ、この交流を最後までやり抜きたいと思えました。 

【小貫和音】 

2 日目の交流は、福島高校で行われました。中国側の高校生も一緒になって 2 年生の授業に

参加しました。僕のクラスにも中国メンバーが来て、一緒になって数学の授業を受けまし

た。僕の学校の授業の内容よりも中国の内容は進んでいたようで、わからない部分を中国

メンバーに訊ねてみるとあっさり返されてしまい、僕どころか周りの人たちまで驚いてい

ました。 

 

1 つ授業を受けた後に、中国メンバーは校内を見学しました。福島高校はスーパーサイセン

スハイスクールという文部科学省が科学技術や理科・数学教育を重点的に行う高校に指定

されているので、科学分野の様々な設備があります。それらを見て中国メンバーは驚いま

した。生物室では様々な生物を育てており、特に大量のウーパールーパーを見て驚いてい

ました。あの数は実際通っている生徒でも驚くくらいにいます。実際に世話をしている友

達の話を聞いてみると、300 匹もの数がいたそうです。理科の先生に特別授業のようなもの

をしていただき、「なぜこんなに魚がいるのか」や「なぜこんなにウーパールーパーがいる

のか」や科学分野の話をしていただきました。中国メンバーは理数系が多かったので、楽

しそうに話を聞いていました。 

その他に部活動見学もしました。日本の高校生たちが意気揚々と部活動に励む姿や、日本

独特の剣道などの部活、ジャズ研究会などが活動しているのを見て驚いたり興奮している

様子でした。 
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福島高校で行う活動の最後に、福島

高校の生徒たちと中国メンバーたち

とで意見交換会をしました。中国メ

ンバーはもちろんの事、福島高校の

生徒たちも積極的に中国メンバーに

話しかけていました。初めて触れる

であろう「同年代の外国人」に興味

津々だったのかな、と思います。と

ても良い雰囲気で意見交換会は終了

し、みんな別れを惜しんでいました。

セルフィーしている人たちも多数見

られました。当初より掲げていた、「身近なところから偏見をなくしていく」という目標も、

このような形で実現することがで

きるのだと 1 人感慨深くなってい

ました。 

その後、家庭訪問に向かいました。

ある家庭は回転寿司に行ったりし

て、とても楽しそうでした。僕は去

年参加していた先輩の家に行かせ

ていただきました。美味しいご飯に、

日本の家庭の味に触れた中国メン

バーも笑顔をほころばせていました。食後はアイスを食べながら UNO をしたりして、最後

まで中国メンバーも日本のメンバーも楽しんで 2 日目の日程は終了しました。 

 

【七島淳平】 

 

次の日に福島の相双地区・沿岸地域を視察では、福島県民でも普段はなかなか行く機会の

ない場所も視察しました。全体として中国メンバーの学びに対する真摯さと、自分が今ま

で想像していた相双地区と、実際の様子のギャップに驚かされました。 

午前中は、「相馬市伝承鎮魂記念館」の訪問でした。この建物は、震災後の相馬市の原風景

を後世に伝えていくため、訪れた人々の交流場として建設され、2015 年 4 からオープンし

ています。そこでは、尾浜・原釜地区、磯部地区の震災前後の写真や映像、犠牲者の名前

を掲げた追悼場所を見ることが出来ました。震災当時、何度も TV で見た光景でしたが、久

しぶりに見ると「あれ、こんなにひどかったっけ」、と記憶が薄れていってしまっている自

分がいたことに悲しくなりました。震災の被害の生々しさを肌で感じ、中国メンバーも 1

人 1 人が真剣に当時の様子を見ていました。震災当時津波が押し寄せてきた場所に自分が
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立つことで、震災被害の生なましさを肌で感じました。 

午後にはさらに、避難指示が解除されたば

かりの小高駅・「激励の黒板」で有名な請戸

小学校・浪江駅周辺も視察しました。 

1 番驚いたのは、浪江駅周辺の、静けさで

した。それは中国側も同じだったようで、

後で中国側の一人の男子から感想を聞いた

ら「本当に静かでびっくりした。生活がで

きなくなるとか、何かが無くなるって、す

ごく悲しいことだってやっとわかった。」と

話してくれました。それはやはり、きちんと震災被害について事前に調べ想像し、実際に

そこに行ってみたからこそ言える言葉だと思いました。 

本当の恐怖や被害はやはり、実際に体験した人にしかわからない領域があるけれど、それ

に対して私たちがどうやって向き合っていくべきか、考えさせられました。今回は、知り

たいという好奇心を常に持ち続け、質問してくれたり、真剣に見て回ってくれた他のメン

バーから、やはり個人の変化が必要だなと感じさせられました。まずは周囲の人に、「知り

たい」と思ってもらえるように自分が努力すること。そして実際に現地に足を運んでもら

うこと。今回は現地の風景を主に見ることが出来ましたが、実際にその場にいた「人」と

接する機会が無かったので、そういった機会を設けることが出来れば、さらなる学びに繋

がっていくのではないかと思いました。  

【山口聖二】 

 

4 日目の午前中は福島市飯坂町にある菱沼

農園様にお邪魔しました。福島県の食べ物

に触れてもらう事で福島県についてより

知ってもらうと同時に、抱える放射能によ

る風評問題について日中一緒に考えまし

た。菱沼健一さんにご案内頂き、栽培して

いる桃の品種や栽培方法、福島の農業の現

状を聞いたり、農園内で実際に栽培されて

いる桃の見学をしました。ご厚意で収穫体

験もしました。その場で試食をしましたが、嬉しそうに頬張る中国メンバーの表情が印象

的でした。 

午後は私の故郷である会津地方の見学へ。大内宿、渡部恒三氏の講演、赤ベコ絵付け体験、

鶴ヶ城と半日で様々な場所を訪問、見学しました。大内宿では茅葺屋根の家屋群見学と名 
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物の蕎麦を堪能。馬刺しなど会津の食文化

にも触れました。渡部恒三氏の講演では、

かねてから日中友好に携わってきた恒三

氏ご自身の貴重な経験をお聞かせ頂きま

した。会津地方の伝統玩具赤ベコの絵付け

体験は、個性溢れる赤ベコが完成し良いお

土産となりました。鶴ヶ城見学は、会津そ

して鶴ヶ城の歴史を知ってもらえました。半日と

言う短い時間ではありましたが、私の故郷を案内

出来た事に感無量でした。会津の地に別れを告げ

た後は再び福島市へ。4 日目の今日は福島で過ご

す最後の日。日中両メンバーで思い思いに福島最

後の夜を過ごしました。互いにプレゼントを渡し

合ったり、写真を撮ったり。本当に楽しい時間で

した。 

【芳賀萌美】 

 

5 日目は東京を訪問しました。あいでみ OB の先輩を含め 3 人の東京大学生 と一緒に東大

を見学しました。その後、東京観光を行いました。復旦付属中学の生徒は日本のアニメが

好きな生徒が多く、秋葉原のアニメイトに行くなどしました。アニメのグッズなどのほか

に、漫画や小説などをたくさん買っていました。漫画などで日本語を勉強しているんだな

ぁと思いました。日本人じゃないと出てこない日本語が復旦付属中学の生徒の口から出て

くる謎が解けました。たった 1 年間の日本語の学習で、小説まで読めるようになる能力の

高さに驚きました。 

【渡辺輝大】 

 

 

6.12 月上海交流会 

 

① 上海交流会 1 日目 

 

今回の上海交流では、初日からひと波乱ありました。私たちの搭乗するはずの仙台空港―

上海浦東国際空港の便が、北京で猛威を振るう PM.2.5 影響により、5 時間も遅れてしまっ

たのです。今回渡航した 18 名のメンバー全員が仙台空港にて待機。初日に行う予定だった

-11- 



中国側のメンバーとの「始まりの会」も実施できないということになり、慌てて日程を組

み直したりしました。正直、「飛行機が離陸できないかもしれない」と聞かされた時は「ま

だ何もしてないのに、このまま終わってしまうのか。。」という思いがずっと心の中にあっ

たのですが、ただただ待つしかないという状況でした。 

しかしそんな中でも、メンバー１人１

人が渡航中に必要な資料をインター

ネットで検索したり、ディスカッショ

ンの内容を真剣に詰めたりと、結果と

して有意義な時間を過ごすことが出

来ました。準備段階から真剣に取り組

んできた作業・努力が報われたような

気がして、とても嬉しく感じました。 

そして上海に到着後、もう日をまたご

うとする時間に、前回に引き続き今回

の活動にも参加してくれた中国側のメンバー二人が待っていてくれたときには、再会でき

た喜びと、待っていてくれたことへの感謝の気持ちで胸がいっぱいになりました。 

初めてのハプニングに見舞われながらも、初日とは思えないほど有意義な時間と、充実し

た気持ちを得ることができました。 

【山口聖二】 

②上海交流会 2 日目 

 

・始まりの会(自己紹介/アイスブレイク) 

２日目の朝を迎えました。朝は少し寒く、空は PM2.5 で曇り空になっていました。起床後

は、食堂で朝食をとりました。中華まんなど中国らしさ溢れる料理を食べました。この後

は、昨日できなかった「始まりの会」です。 

この始まりの会で初めて中国メンバー

と会うため、上手くコミュニケーショ

ンがとれるが不安でした。七島淳平と

小貫和音の進行で、今回協力してくれ

ている大人の方々の挨拶やお互いの緊

張を解くため、コミュニケーションゲ

ームを行いました。内容は、あるお題

（好きなもの・スポーツの名前など） 

に対してそれぞれ思いついた英単語を

繰り返し唱えながら、ABC 順に制限時間内で並んでいくというものです。 

この会を通して思った事は、彼らの英語力の高さです。母国語と英語が交互に使いながら
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会話しているため、驚愕しました。 

【青田卓也】 

・学校見学 

体験授業で、私は英語、体育、政治を

受けました。英語の授業では、設問も

先生と生徒が話す言葉も全て英語で、

中国の生徒達の英語力の高さはここ

から生み出されているように感じら

れました。また、先生が話していたこ

とで少しでも疑問に思う点があれば、

その場ですぐに手を挙げて質問した

り、自分はこう思うと意見を言ってい

る人が多くいて、日本の授業もこのよ

うであるべきだと思いました。体育は日本とだいぶ違って、やる種目も場所も自由のよう

でした。監督している先生はほとんどおらず、生徒達は息抜きのように体育を楽しんでい

ました。校庭が競技場のようなタータントラックになっていたことにとても驚きました。

最後に受けた政治の授業が、日本と一番違ったように思います。喋るのは先生よりも生徒

のほうが多く、自分で問題を見つけてそれについて全員の前で意見を述べるという形式で

した。PM2.5 の数値が高い日は学校を休みにするべきだ！と話していた生徒が、私にとっ

て印象的でした。日本と比べて、どの授業でも生徒達が能動的に学んでいるように感じら

れました。  

【菅野なな実】 

 

中国での学校見学では英語、化学、地学を見学しました。授業見学の中で一番驚いたこと

は化学の実験のときに化学反応を起こして爆発させたことです。先生は中国語で授業をし

ていたので実験の説明が全くわからなかったのでいきなり爆発してびっくりしました。ま

た、日本とは授業のスタイルが違うところがありました。中国では生徒たちが授業中寝な

いように窓とドアを開けて授業をしていました。少し寒かったのですが授業中寝ることな

かったです。日本でも窓を開けながら授業する事を取り入れても良いと思いました。そし

て中国の生徒は授業中とても積極的で先生の問いに対してみんな一人ひとり答えているの

がすごいと思いました。日本の生徒は少しシャイな部分が出てしまっていて全然問いに対

して答えなかったりしますが中国の生徒は間違えを恐れずに自分が思ったことをみんなに

シェアする姿勢がすばらしいと思いました。日本の生徒も授業中積極的になれるといいな

と思いました。中国の授業を見学して日本との違いを見つけることができました。中国以

外の国にも行って授業を受けてみたいと思いました。  

【大河内稜也】 -13- 



 

私は、英語と数学の 2 科目を受けました。日本とは違うなと感じたところは、ほとんどの

生徒がボールペンを使っていたことです。どこかでボールペンを使うとよいと聞いたこと

があるようなないような．．．。それに英語の授業では、先生が英語で質問をして、すぐに生

徒が英語で答えていたとこです。日本では、先生の問いに対して、反応が少ないことがよ

くありますが、そうではありませんでした。また、彼らの母国語は英語ではないのかとい

うほど上手に英語を話していました。ある生徒に 伺ってみると、英語は幼稚園から勉強

していると言っていました。それなら、日本も英語を幼稚園から教えればいいのではない

か。と思いましたが、日本語を正しく使えてない人が多いような気がして、母国語を正し

く使えることが先決かなと思いました。 

【橋本路平】 

 

 

・視察/インタビュー 

 

【山口聖二班：テーマ〜日本と中国の教育に対する意識の差〜】 

意識の差という抽象的なものを発見していく上で、話し合う以上に重要なことが見つから

なかったため、視察・インタビューには行かず、日本と中国のディスカッションメンバー

で話し合いをしていました。 

 

【七島淳平班：テーマ～日本と中国の学力差について～】 

七島班は、「日本と中国でこれ程の学力差が生まれるのはなぜか」と言う疑問をもとに日本

で事前学習を進めました。事前学習では、日本と中国の学力差を比較する為に OECD‐経

済協力開発機構‐が実施している PISA という国際的な生徒学習到達度テストに着目。中国

上海は 2009 年度実施テストからの参加ですが、以降 2015 年まで「数学的リテラシー・読

解力・科学的リテラシー」の 3 分野で世界 1 位を維持しています。一方日本は全ての分野

において 5 位～10 位を行ったり来たり。この結果から私達は日本と上海の明らかな学力差

を目の当たりにしました。また、PISA の実施対象年齢が 15 歳であることから、この学力

差が生まれる要因は中学校での教育にあるにではないかと考え、主に中学校の教育に絞っ

た視察を行いました。 

○視察・インタビュー今回は数学と英語を担当されている先生方にお話を聞きました。先

生自身が中学生だった時と比べて今の授業はどうなのか。宿題の量。授業についていけな

くなってしまった生徒への対処法などの質問をしました。現在の授業は単元ごとに内容を

細分化し各学年で必修していくこと、宿題は低学年生には簡単なものを多く、高学年生に

は少し少なめに出すこと。受験が近づけば志望校に合わせて自主的に学習させること。授

業に遅れ始めた生徒には基礎的な学習を多めにさせるなど、現地の中学校で実際に行われ
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ている指導方針などが分かりました。 

○考察 

中国の中学生は全体的に高校受験に対する意識が高く、

教師側もそれに応えるように指導を徹底していること。

また生徒の学力によってクラス編成がなされているこ

とから、日本のように全員が平等に同じ授業を受ける

のではなく、個々の学力の高低に合わせて授業が展開

されていることが分かりました。 

○感想 

中国の中学校は基本 4 年制であり、日本で言う小学校 6

年生が中学校１年生に相当します。日本より 1 年早く

中学校と言う学びの場に入ることで、「勉強」に対して

より強い意識を持てるのではないかと感じました。生

徒に与える教育に関して、個のレベルに合わせた学習をすることなど、今後日本は中国を

見習わなければならない部分は多いのではないでしょうか。一方、中国では中学校の時点

での国際交流(ALT の導入等)がないようで、それでは生徒の視野が狭くなってしまうので

は？などの疑問点も見付けることが出来ました。 

 

【渡部輝大班：テーマ〜日本と中国の高校教育〜】 

先生の目線から過去・現在・未来の高校教育について知るため、復旦付属中学の 3 人の先

生にインタビューを行いました。 

○インタビュー 

まず、先生に中国の直近 10 年の高校教育の変遷とこれからの高校教育についてお話しして

いただきました。10 年前、中国には大学の数がとても少なかったため、競争率が高く、高

校生は大学に進学するために勉強していたそうです。大学進学が豊かに暮らす一番の近道

だったため、知識を頭にひたすら詰め込む学習が主体となっていました。これは「知識教

育」と呼ばれていました。しかし現在は、グローバル化が進み、知識だけではなく自分の

頭で考えることのできる人間が求められるようになってきました。そのため、現在の中国

では高校教育で課題発見力、課題解決力の育成を主体としているそうです。 

お話後に、「自分で問題を見つけて考えることができる生徒を育成するための授業方法」「生

徒への望み」について質問しました。すると、復旦附属中学では資料などを多く使った授

業方法を用いているそうです。問題の答えを最初からは教えず生徒自身に考えさせる時間

を設けたり、丸付けをできるだけ生徒にやらせるようにしているそうです。また、生徒に

は勉強よりも自分のやりたいことをやってほしいとおっしゃっていました。 

○考察 

10 年前、日本では「ゆとり教育」を行なっていたのに対して、中国では「知識教育」が行
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われていた、という違いがあります。しかし現在、日本の学習指導要領から日本では“考

える力”“判断する力”“表現する力”の育成に努めているように、日本も中国も同様に課

題発見力・課題解決力を重要視していることがわかります。 

○感想 

日本と中国の共通点を見つけることができました。また、先生方のお話しの内容を少しか

理解できず、語学力不足を実感しました。 

 

【小貫和音班：テーマ～留学～】 

小貫班は、「留学」と言うテーマを

設けました。私達は留学を「人と

人の行き来である」と捉えていま

す。そして日中間で留学の活発化

を促し、互いの国を訪れる機会を

増やすことが出来れば、日中関係

改善のきっかけに繋がるのではな

いかと考えました。留学を活発化

していくにあたり、まず私達が知

らなければならないことは、「留学

生がなぜ日本を留学先に選ぶのか」「留学先選択の際の日本独自の強みとはなんだろうか」

について理解を深めることでした。これらのことが理解出来れば、求められていることを

実現する為に何をしたら良いのかなど、より良いディスカッションが出来ると思いました。

したがって私達は、あいでみに参加している中国メンバーも実際に通っている留学専門の

学習塾を訪問し塾講師の方にお話を聞いてきました。 

○視察・インタビュー 

私たちが質問しそれに答えて頂く形で、日本に留学する理由やメリットなどを教えて頂き

ました。日本に留学する理由として、日本は今円安で留学しやすい環境にある。治安・環

境面が良い。立地条件的に隣国の為留学がしやすい。留学を希望する生徒自身が日本・日

本文化を愛していることなどの理由があることが分かりました。 

○考察 

円安は日本にとってはあまり良いものではありませんが、国を挙げて留学生誘致の増加に

取り組んでいる今、「円安」はキーワードの 1 つになってくるのではないでしょうか。 

実際に留学専門塾でお話を聞くまでは、留学を希望する人がなぜ日本を留学先として選択

したのか、その理由についてしか考えていなかったのですが、そこに世界の経済状況など

もっと大きな背景が存在するのだと分かり、テーマを深めていく上で重要なお話が聞けた

と思います。 

○感想 
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留学を希望する理由として「日本・日本文化を愛している生徒が多い」とお話があった時、

とても嬉しい気持ちになったのを覚えています。日本を愛してくれている中国の方の存在

を実感したのと同時に、今回の留学専門の学習塾の訪問は、今後留学生誘致を増やしてい

く為に何が出来るのかをより明確に考えられるきかっけになったと思います。例としては、

留学を希望する学生に対して留学情報を広く提供するシステムの導入や、実際に留学を経

験した方に話を聞くことの出来る相談窓口の開設などが挙げられると思います。日本に留

学を希望する中国の学生の多くは、元々日本に対して良いイメージを持ってくれているよ

うなので、日本の良いところを売り込んで留学生の誘致増加を目指すというよりは、必要

な留学制度の充実を図るべきなのではと言う結論を得ることが出来ました。 

 

 

視察に赴いた班もあれば、ディスカッションを詰めた班もあり、各班行動は様々でしたが

ディスカッションをより良いものにしていく為に、自分達に必要な情報を得ることが出来

ました。現地での視察ということで、訪問・見学にご協力頂いた方々に感謝しています。 

【室井美由喜、芳賀萌美】 

 

 

③上海交流会 3 日目 

・学生ディスカッション/プレゼンテーション(2～3 日目) 

【山口聖二班】 

私たちの班は、日本と中国の学生の教育に対する意識の差ついて、ディスカッションを行

いました。 

はじめに、渡航前に準備しておい

た質問事項をお互いに聞き合い

ました。上海の学生の勉強時間は

どのくらいか？自分は何を目標

に勉強するか？などなど。それを

通して、自分たちで答えを考えて

いきました。質問事項は事前に英

語で準備しておいたので、互いに

たくさんの質問をぶつけ合いな

がらもうまく進めることができ

ました。 

次に最終目的を考え直し、お互いに日中友好という最終的なゴールに向けて、どのように

していくか見つめ直しました。また、日本と中国の意識の差について考え直しました。し

かし、中国側が目の前の話を 1 つずつ考えていくように話を進めていたので、日本側と中
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国側の意見が食い違い、また言葉の壁もあり、話し合いが一向に進まない状態が続きまし

た。もう 1 度状況を洗い直し、中国と日本の共通点と相違点について模造紙にまとめてい

きました。共通点として上がったのは、日本と中国はともに学歴社会であり、良い大学に

進学することが重視されていること。また、親は自分の子供に将来幸せになって欲しいと

思っているということです。一方、相違点としては、日本の多くの学生が大学は自分の将

来のビジョンに置ける通過点の 1 つと考えているのに対して、中国の学生は良い大学に行

くことが明確なゴールだと考えていることがあります。その理由としては、中国では、名

門大学を卒業した人は給料の良い就職先に就くことができます。名門大学に進学できなか

った人は、浪人をして大学に入るか、または、地方へ行きより良い働き口を探します。中

国の企業は、個人の実質的なスキルよりも、学問的、知識的な部分を重視しているようで

す。さらに中国では親が子供に期待する度合いが非常に大きく、教育面で多額の投資をし

ています。それに応えようと、学生たちが良い大学に入りたいと考えていることも、学生

のゴールが就職ではなく大学に設定される原因の 1 つです。人口の多い中国では、良い大

学に入り良い就職先に就かなければ、多くの収入を得られずに、貧困の問題に直面してし

まうという不安も背景にあります。 

 

ディスカッションを通して見えてきたこれらの点に基づき、日本と中国における社会の問

題は何か、また現実的な解決策、理想の解決策について出し合いました。私たちは焦りな

がらも、色々な人の助言も借りて、プレゼン準備を完了することができました。 

日本と中国における問題としては、

１つ目に職業の社会的地位に対する

考え方が異なっている事を発表しま

した。中国では、工業関係職(ブルー

カラー)へのイメージが良くないこ

とが、学生の進路選択にも影響を与

えています。2 つ目には、教育環境

の多様性が低いことを取り上げまし

た。中国では、学生の課外活動が日

本ほど多くないことがディスカッシ

ョンの中から見えました。また、日本の高校のボランティア活動が自由意志の参加である

のに対し、中国の高校では、ボランティア活動が強制参加になっています。しかし、学生

たちのボランティアに対するモチベーションが高くないという事実があるようです。日本

にも共通したことですが、学生一人ひとりの能力に注目するような教育はなされていない

と言えます。これらの問題の背景にある原因や、工業関係職の体験を通してその分野の面

白さを見つけたり、一人一人の希望する分野の体験学習を実施するといった解決策につい

て、聞き手に疑問を投げかけつつプレゼンテーションしました。 
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ディスカッションや発表を通して、自分は日本と中国の共通点や相違点を発見でき、非常

に良い体験になりました。特に、日本ではなかなか変えることができない社会の問題も、

中国ではその国の政治体制のために変えることができてしまうというのが、とても衝撃的

でした。その構造の違いが国民一人一人の考え方にも影響していることも印象的でした。

自分たちは日本にとても近いのに、国のシステムの違っている中国のことをもっと学ぶ必

要があると思います。特にこれからグローバル化や中国の大国化が進むのならば益々その

必要性は高まると感じました。 

 

一方、日本も中国も親の子供に対する思いは変わらないのだということを知り、改めて、

中国人も日本人も、同じ人間なのだと実感することができました。私たちは普段、特に外

国の人と話すときは、相手の国籍や肌の色、使う言語などにどうしても注目してしまいが

ちだと思います。それは、どんなに英語が話せる人でもあることではないでしょうか。し

かし、だからこそ私たちは、そのような違いはあっても根底の部分は共通なのだというこ

とを忘れてはいけないと思いました。 

 

お互いに、普段使うことのない言語を使い、1つのテーマについて真剣に考える中で、日中

友好とは何かを改めて理解でき、良い体験になりました。これからも、中国はもちろんの

こと、今回得られた考え方を使って、広い視野を持って進んでいきたいと思います。 

【齋藤隼輝 佐藤千咲】 

 

【七島淳平班】 

七島班の渡航前 の準備では、教育分野について 興味、不満を各自あげていきました。 

英語教育の日本との差は？奨学金制度はどうなっているか？沿岸部と内陸部の学力(経済)

の格差は？また、詰め込み教育への不満なども出てきて、話し合った結果、大きなテーマ

を「お金」に設定しました。 

 

しかし、このテーマでディスカッションが盛り上がるのか？話が深まっていくのか？など

の問題が発生し、テーマの見直しを行いました。小学校、中学校などの義務教育や、義務

教育以前の教育、家庭でおこなっている教育に目をつけるのはどうか？道徳教育や、塾教

育、英語教育などについて調べるのはどうかという案も出る中、「高校以前の教育」特に小

学校に焦点を絞って日本と比較することになりました。教育水準、道徳教育、幼少教育は

どうなのか。というようなテーマでしたが、教育水準を測る理由、道徳教育、幼少教育の

言葉の意味は何かなどの質問を受けたり、ほかの班とのテーマが被り気味であることが問

題として浮上し、また考え直すことに。さまざまな方向からアプローチし、テーマを考え

直すが話は停滞しました。ディスカッションの盛り上がりや、話の広がりを考えるとどれ
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も上手くいきそうなものではなかったのです。 

また、上海では道徳教育を行っているのか、行っているとすればどのようなものなのかと

いう疑問があったため、道徳教育をテーマに盛り込もうと考えていました。しかし、軒さ

んに尋ねたところ上海では、小学生は「思想品得」という道徳教育が中心の科目を受け、

中学生は「思想政治」に名前が変わり、社会主義の政治の基礎内容を学ぶと教えていただ

きました。そうして、道徳教育についての疑問が残らなくなったため、 テーマから外すこ

とを決めました。 

話し合いの中で、資料として『PISA』という、世界各国で行われている学力テストを使う

のはどうか、という意見が出ました。 日中両国の学力差を比較するには最適なデータで、

さらに、PISA の対象は１５歳と、私たちがテーマにしようとしていた「高校以前の教育」

とピッタリ当てはまったのです。上海が PISA で一位をとった背景は何か、日本の「ゆとり

世代」が受けたときの PISA の結果はどうなのか、日本のゆとり教育はどのようなものだっ

たか、日本と上海では何が違うのかを調査しました。そうしてぼんやりとわかったのが、

上海の授業、生徒の意識、教育水準が日本とはかなり違うということでした。こうして、

PISA、ゆとり教育についての資料を準備し、中国でのディスカッションに臨むことになり

ました。 

中国に行き、実際にディスカッショ

ンをすると、渡航前の段階での準備

の甘さを感じるところが多々ありま

した。私たちの班のプレゼンは、事

前に用意したゆとり教育、PISA に

ついての資料を盛り込み、２１世紀

型スキルという日本やアメリカが定

義した労働者に求められるスキルと

関連付け、最適な中学教育を提案す

るものでした。しかし 21 世紀型ス

キルを定めた国、また子供たちがそれを向上させることを目標としている国の中に中国は

含まれていなかったのです。そのような見落としや調査の甘さなどがありながらも、ディ

スカッションはなんとか無事終えることができました。中国側と話し合っていく中で見つ

けた日本と中国の相違点は、勉強に対する意識です。例えば、中国は社会全体が勉強する

ことに対して大変熱心なため、国を挙げて支援していたり、教師が日本以上にとても熱心

に指導していたりします。また、日本では宿題というとなんとなく、特に高校生は必死で

提出しようとはしない傾向がありますが、中国では宿題は必ずやるものであるという認識

がありました。更に、中国の生徒さんが言っていた、「上海の生徒は勉強を本当にたくさん

しているから、成績が高いのは当たり前ではある」という言葉も本当に印象的でした。こ

のような中国の勉強に対する価値観や意識を聞いて、私たちもとても良い刺激を受けるこ
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とができたと思います 

また、中国側から日本の教育につ

いて『日本の学校や政府は、もっ

と親と先生との関係を深めるべき。

そうすれば、親が自分の子供の学

習状況に関して知ることができ、

子供の学習に関して注意を払うこ

とができる』との意見を頂きまし

た。 

 今回ディスカッションを終え、

また新たに出た疑問や、結局解決することのできなかった疑問はたくさんあります。中国

の生徒さんの言葉もそのひとつです。今回のディスカッションで終わりにせず、今後も考

えること、行動することを続けていきます。 

【左雨久乃、吉川仁菜】 

 

【渡辺輝大班】 

私たちの班は、「高等学校の教育」に

ついてディスカッションを行いまし

た。 

まずお互いの国の 10 年前から現在

までの高校教育の変遷を伝え合いま

した。私の印象として中国の学生は、

思っているよりも自国の教育の問題

点などを認識しているようでした。

特に印象に残っているのは made in 

China→designed by China への移

行です。中国では単純労働の労働力への需要がまだまだあるそうです、しかしそういった

仕事は賃金が安く、生活が苦しいそうです。高校教育で発想力や、自分の頭で考えられる

能力を身に付けることができれば、designed by China になることができるのではないかと

話していました。現在の日本でも自分で問題を見つけて解決する能力（問題解決能力）な

どの重要性がさまざまなところで言われています。そして私も自分の頭で考えられる能力

を高校のうちでで身に付けたいと思っています。 

ディスカッションを行った感想として、高校教育の内容はどんどん日本も中国も同じよう

になってきていることを感じました。10 年前、中国は知識教育が行われ、日本はゆとり教

育が行われていました。過去の教育内容に違いはありますが、現在は両国ともに、問題解

決能力の習得の必要性と説いています。また、復旦付属中学の生徒は日本の生徒よりも勉
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強をとても重要視していると思いま

した。あんまり何も考えないでとにか

く勉強をしていると思っていたので

すが、高校の学習の必要性、学校の学

習だけではなく、社会に出るために身

に付けるべきことなど、私が普段考え

ているようなことを考えていて、親近

感が湧きました。自分の聞きたいこと

はしっかり聞くことができ、突っ込ん

だところまで深いディスカッション

が出来たので良かったです。 

【渡辺輝大】 

 

【小貫和音班】 

留学 

私たちの班は、「留学」についてデ

ィスカッションしました。 はじめ、

渡航する前に自分たちが調べたこ

とをパワーポイントにまとめ、それ

を中国側へ発表しました。中国側か

らの発表は準備期間が足りません

でした。なので、日本側から、留学

についてどう思うか、留学をするに

あたりどのような待遇が欲しいか

を聞き、少しずつまとめ、順調に進

めることができました。次に、最終的にどのようなことを伝えたいかを互いに話し合いま

した。しかし、留学というテーマが大き過ぎて色々な方向へ行ってしまいました。最終目

的が分からなくなり、一旦全て始め

に戻り整理しました。整理をしてい

く中で、また疑問が出てきたので留

学経験のある方々からたくさんの

お話を聞きながら、留学を考えてい

る中国学生の話も聞きつつ、プレゼ

ンの準備ができました。しかし、プ

レゼン準備の中で原稿が間に合わ

ないなどのアクシデントもありま
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したが、何とかプレゼンをすることが出来ました。  

日本で、「留学」というと、自分の語学力の向上や留学したいと考えている国の文化に興味

があるからという人たちが多いと思います。ですが、中国では、「留学」というのは、母国

語とあともうひとつの言語を習得していることで、就職の幅が広がり、就職に有利になる

ので、留学するという人たちが多いそうです。この話を聞き、私は、日本と中国では「留

学」についての考え方が違うということを改めて感じました。私も留学をしたいと考えて

いましたが、この話を聞き、もう 1 度、どうして留学したいのか、留学して何を学びたい

のかを考えてみようと思います。 

そして日本も留学生を増やすためにどうするべきかを考え、実行することが大事ではない

かと思いました。 

【赤城宥衣】 

 

 

・上海市内視察その 1 

ディスカッションを終えた私たちは、さらに深まった同じチームのメンバー達とともに期

待に胸を膨らませながら視察へと向かうバスに乗り込みました。日本と中国のバディで隣

り合わせで座り、趣味の話や、お互いの学校生活などの話に話題を膨らませていました。 

はじめに、私たちは上海タワーに行き

ました。話を聞いてみると去年行った

上海タワーとは別のものらしく、どん

なものかと思っていたら去年行ったタ

ワーの横にさらに大きいタワーがそび

え立っていました。去年行ったところ

は日本の会社が建てたもののため、そ

れに対抗して中国の会社が近くに建て

たらしいです。そこは果たして競うべ

きところなのか、未だに少し疑問です。 

中に入る際にボディチェックを受けました。受けている最中、なんとなく僕の頭には日本

のスカイツリーに行ったときを思い出しました。上海タワーのエレベーターは上昇するの

がとても早く、耳鳴りがひどいことになり結構痛みを感じました。エレベーターに乗り合

わせたメンバーたちも同様痛みに悲鳴をあげていました。登りきった先に待ち受けていた

のは、エレベーターの試練を乗り越えた対価としても、事前の準備からついさっきまで行

っていたディスカッションの疲れを癒すのにふさわしい、とても美しいものでした。去年

の夜景もとても綺麗でしたが、今年見ることのできたあの夜景を僕は忘れることはないで

しょう。 
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浮かれ気分で上海タワーを後にし、夜ご飯を食べるために外灘へと向かう私たちの乗るバ

スが、トンネルの中で止まりました。信号待ちだろうと思っていたのですが、なかなかバ

スは動き出しませんでした。10 分ほど経った後に、どうやらただの渋滞ではなく事故があ

ったらしいことがわかりました。バスは 1 時間ほど膠着状態でしたが、1 番後ろの席で多く

の中国メンバーと会話していたので全く退屈はしませんでした。むしろ有意義な時間にな

りました。結局その日行く予定だった外灘に行くことはできませんでした。そのまま向か

うと寮に戻るのが夜中になってしま

うためです。そのため、寮の近くに

あるショッピングモールへと向かう

ことになりました。ショッピングモ

ールの中では自由にグループを作っ

て各自食べたいものを食べるという

ことになりました。僕は同じ応援団

に所属する我らが応援団長である隼

輝くんと一緒に行動しました。普段

とは違う環境で喋ることで、彼の新

たな一面が見えたりすることがありました。私たちのグループは中国版しゃぶしゃぶを食

べました。日本のしゃぶしゃぶとは違い鍋が一人一つずつ用意されており、みんなで鍋を

つつけないのを少し寂しく思いつつも、次々と運ばれてくる様々な食材の数々に舌鼓を打

つのに忙しかったです。隼輝くんのバディとも趣味の話で盛り上がることができ、今でも

たまに連絡を取り合っています。日本メンバーとも中国メンバーとも、さらに仲を深める

ことができた、とても有意義な時間でした。 

【七島淳平】 

 

 

④上海交流会 4 日目 

 

・上海市内視察その 2 

4 日目の観光では、2 つのグループに分かれて行動しました。 

 

私たちの班は、まず 3 日目の夜に行く予定だった外灘へ行きました。河の向こう側には高

層ビルが立ち並び、こちら側にはヨーロッパ風のおしゃれな建物が立ち並んでいました。

よく見ると、その建物は全て銀行でした。上海という市が設立されてからの歴史は約 100

年と短く、外灘では金融都市として栄えてきた上海の経済的豊かさを目で見、肌で感じる

ことが出来ました。 
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外灘の次に、中国の文化が感じられ

る景観の観光地である、豫園へ行き

ました。そこでは、偶像の置物や、

中国人形、中国茶など、お土産にぴ

ったりなものがたくさん売っていま

したが、その中でも目にとまったの

は、ドラえもんや、アンパンマン、

ワンピースのルフィーのような、い

かにも「いや、それパクリだろ。」み

たいなキーホルダーでした。数年前、

「中国版ディズニー」といったようなものがメディアに流れ、批判を受け、正直なところ

私もその点悲観的に思っていた記憶があります。事実そう言ったものを悲観的に見る人は

少なくないと思いますが、逆にそういったパクリみたいなものが中国の面白い特徴となっ

ているのではないかと思いました。私も記念に 1 つ某 MC の某ドナルドみたいなキーホル

ダーを買ってしまいました。 

また、外貨に疎い私にはあまりわか

らなかったのですが、商店街などで

売られている商品の中には少々高値

で売られている商品もあるらしく、

そういった商品を買いたい時は「ピ

ーエンイー(安くして)」と言って店員

の方と交渉したりするそうです。私

は日本で値切りをしたことがなかっ

たし、多分日本ではそう言ったこと

をする文化がないと思うので、面白い経験ができました。 

 

他には、移動途中で中国の日常的な部分(観光地などはどこか非日常的に感じる)を見ること

ができ、移動のバスなどでは、高齢の方に席を譲るといった行動が見られ、他の場面でも

中国の方に優しくしてもらうなど、中国人の優しさが、視察を通して感じることができま

した。 

 

別の班は、最初に復旦大学のキャンパス内を散策しました。敷地はとても広く、大きな図

書館がいくつもあったり、高いビルがあったりと驚いてばかりでした。広い芝生があった

ところに、猫がいたりもしました。みんなが群がって写真を撮ったりして、とても楽しそ

うでした。 

 

-25- 



その後、南京路に行きました。とても人が多く、高いビルが立ち並んでいて、大都会っぷ

りに圧倒されていました。そこで、お土産を買うためだったり食べ歩きをするためだった

りと、各自目的ごとにグループに分かれて行動しました。お土産を探している最中に、中

国メンバーが露店で「鴨の肝」を買ってきてくれました。食べてみると意外と美味しく、

あっという間に平らげてしまいましたが、一緒にいた輝大くんはヒィヒィ言いながら食べ

ていました。 

 

各々が買いたいものを買い、食べたいものを食べ、満足した気持ちで視察を終了すること

ができました。中国の面白い文化、日本とは違う文化が体験でき、高齢の方に席を譲るな

ど、他人を思いやるといったような日本人も見習うべき点などを発見できた充実した視察

でした。 

【倉上舞】 

 

・家庭訪問 

家庭訪問では中国の方の実際の生活や文化に触れることができました。 

白岩 華＆陳秋帆 

私は家庭訪問で「人の優しさ」は日中共通だということを感じることが出来ました。また、

日本人は、中国人は民度が低い、中国には多くの社会問題があるといった報道を目にして

いるために事実とは違った中国に対する差別的なイメージを持ってしまっていることが多

いと思いますが、これは日本側だけで中国の方は日本に対し悪いイメージを抱いていない

のではないかと感じることができました。そして、お互いを理解するには言語が大事なこ

とを痛感しました。また、秋さんの学習に対する謙虚かつ意欲的な姿勢を私はとても尊敬

しています。お宅には日本製のものが多いという発見もありました。 

 

左雨 久乃＆朱穎 

中国の人は日本にとても関心があり好きだと思っているのに(お母さんが日本語堪能！)、悪

いイメージを持ってしまっている日本人に対していらいらしてしまいました。中国は日本

と違いお土産を遠慮なくもらうのがお互い気を遣わず良いことだと分かりました。他にも

中国ではお手伝いさんを雇うのが普通だということ、都心から離れた地域は一戸建て、都

心部はﾏﾝｼｮﾝが多いことなどが分かりました。 

 

 

芳賀 萌美＆胡海琛 

小皿に分けて食べる日本と違い大皿をみんなでつつく料理でした。料理をみんなで囲むと

いう中国の文化を実感することができました。日本ではあまり食べ馴染みのない、肝臓の

料理から日本でもよく目にする卵の煮付けなどありましたが美味しかったです。アレルギ
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ーにも気を遣って頂けました。食文化だけではなく、体に気を使った料理から私達への思

いやりも知ることが出来ました。 

 

倉上 舞＆曽思斉 

思斉ちゃんと思斉ちゃんの母様とで中国ごまの空竹というものを体験しました。空竹を教

えてくれ方の口調は若干強く聞こえましたが、一生懸命教えてくれました。思斉ちゃんと

お母様が英語で訳してくださったおかげで私でもなんとかこまを回すことができ中国の文

化を体験でき、地元の人とも交流できるいい経験でした。その後麻婆豆腐をつくるところ

を見せていただき、また餃子を作りました。餃子を包む作業は生まれて初めてだったので

最初はとても不格好なものが出来てしまいましたが、慣れるととても楽しかったです。 

夕食は上海ダックと、上海蟹、餃子スープをいただきました。これからのことから中国の

遊びから年末文化まで体験できとても充実した時間を過ごすことができました。 

 

 

山口 聖ニ＆李宗軒 

お母さんがお隣さんに肉まんを作りに行っていて、富裕層の方々でも近所付き合いが密接

に行われていることにびっくりしました。親族の方々は僕らに対して少なからず警戒心を

持ち合わせているだろうと思いきや、予想に反して笑顔で受け入れてくださりました。言

葉がまったく通じない中でも手を握ってあいさつしてくれたことがとても嬉しく、これが

他国の人とのあるべき交流の姿なのだと感じました。 

 

青田 卓也＆沈仲遠 

たくさんの果物やお菓子でおもてなしをしてくれて、日本と同様に相手を気遣うことに気

付きました。また、勉強机には大学に関する難しい本があり、勉強に対する貪欲さ姿勢を

見て取ることができました。 

 

鈴木 拓磨＆蒋力凡 

過ごした時間は少なかったですが、かなり歓迎してくれたし、たくさん話しかけてくれま

した。中でもアニメの話しをたくさんしてくれましたが、僕にはわからないものが多く、

自分の知識の乏しさを感じました。家に迎え入れてくれたとき日本人・中国人とかの区別

はなく 1 人の友達という感覚で受け入れてもらった気がしました 

 

家庭訪問では有意義な時間を過ごすことが出来ました。学習面では私たちと同じように単

語帳や参考書などの教材を使ってはいますが、教材の多さなどから私たちとは比にならな

い時間を勉強に費やしているだろうということを理解しました。さらに英語のニュースを

常に流している家庭、パソコンを使って宿題をする家庭などがあり、それぞれ工夫をしな
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がら学習していることも知りました。 

生活面では、中国の文化に触れることが出来ました。家庭ごと内容は様々で、空竹と言う

中国のｺﾏを教わったり、一緒に餃子を作ったり、大皿料理を皆で食べると言う経験をしま

した。1 つ共通して言えることは、どの家庭も私達を温かく受け入れ歓迎してくれたことで

す。 

しかし、私たち日本人はインターネットやテレビの情報を通して少なからず中国に対し悪

い先入観を持っている部分があります。これは日本側が勝手に持っている先入観でしかあ

りません。                                                         

上海への渡航や実際に家庭訪問をすることで貴重な経験をし、大きな学びを得た私たちは

率先して海外の人、文化を受け入れる姿勢を示すべきだと 感じました。  

【鈴木拓磨、小貫和音、白岩華】 

 

 

・お別れ会 

 

お別れ会では、今回お世話になった復旦大学付属中学の先生から挨拶を頂いたあと、サプ

ライズという形で、僕と七島君で歌を歌わせて頂きました。曲は、尾崎豊さんで「I love you」。 

最後に何か思い出に残るようなこ

とがしたいという思いと、これまで

共に過ごしてきた仲間に感謝と愛

を伝えたいという思いがあったか

らです。その後も会場が湧くような

かくし芸・スピーチ等、メンバーが

思い思いの形で場を盛り上げてく

れました。 

そして次は、中国メンバーとのプレ

ゼント交換。今までの感謝を伝えあ

いながら、日中双方のお菓子や雑貨

などを交換し合いました。 

最後は、これまで私たちを支えてく

ださった Bridge for Fukushima の

方々から挨拶があった後、全員で歌

を歌いました。 

曲は、kiroro さんで「未来へ」。こ

の曲は日本語と中国語、どちらの歌

詞もあり全員が知っている名曲だ
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ったので、それぞれの言語で歌いました。 

しゃべる言語は違えど、不思議とそこには団結感がありました。 

お別れ会なのにお別れしたくないという思いが強まってしまいましたが、再会を誓い合い、

上海での生活は幕を閉じました。 

                                  【山口聖二】 

 

⑤上海交流会 5 日目 

バスに乗り、窓から学校を見ると

これまでの４日間が貴重であった

事を改めて感じました。体験授

業・ディスカッション、言葉の壁

に苦戦しながら「教育」での違い

など勉強になる事がたくさんあり

ました。 

空港では、出国のための手続き一

つ一つが今までの思い出から離れ

てしまっていくようで寂しいものでした。 

最後は、ここまで同行してくれた大人の方々に皆それぞれ握手をし、お別れをしました。 

【青田卓也】 

 

7.まとめ(感想/今後の展望) 

【山口聖二】 

今回参加したメンバーの中で唯一のいわ

き在住者として、他のメンバーと距離があ

るなかでもなんとか工夫して活動してき

ました。今回は 2 度目の上海渡航となりま

したが、1 度目とは視点も、活動内容も大

きく変わりました。初めて訪れる他国と、

そこの高校生にただただ圧倒される日々

を過ごした昨年とは違い、物事を動かしていく立場として、全力で目の前の課題に向き合

っていく日々の中で自分自身大きな学びを得られたと確信しています。あいでみは、継続

していくことでより多数の人に、大きな変化をもたらしていくものだと信じています。今

後はこの活動で得られた個人のスキルを忘れずに活用し、チームとして、あいでみとして

今後もこの活動を継続させていくために全力を尽くします。 
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【七島淳平】 

昨年度は 1 年生という立場で、先輩方にくっついているだけで僕は何もすることができま

せんでした。海を越えて、現地の学生と交流し、世界の広さを知って、国境を越えて友達

を作りました。しかし今年はコアメンバ

ーとしての参加です。去年の先輩方のよ

うに、僕が後輩や初めて参加したメンバ

ーに頼られるような存在になる必要が

ありました。そのような立場で参加して、

去年とは違うことを学びました。今後の

展望としては、去年の先輩方のような大

きな背中を見せて、後輩たちにしっかり

と引き継げるまでにあいでみメンバー

として活動していきたいです。 

【渡辺輝大】 

 

あいでみに参加して国際交流の楽しさを

知りました。それと同時に日本人であるの

に、日本のことをあまり知らないことに気

付きました。今後、日本についてもっと知

っていきたいです。 

 

 

 

 

【小貫和音】 

あいでみの活動自体は2月で終わりますが、

あいでみを通してたくさんの方々に仕事

面でも精神面でも支えて頂きました。 

色々な影響を受けたおかげで、自分には無

理だと決めつけていた所、あきらめていた

事から逃げず、自分が今後どんな人間にな

りたいのか、何を目指したいのかを小さい

事ですが見つける事が出来ました。 
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【青田卓也】 

今後のあいでみの展望については、お互い

の価値観や社会のシステムの違いを知り、

そこから何ができるのかを考えていきた

いと思います。自身の展望としては大学生

になり、このプログラムで学んだことを勉

強に生かし、高度資格の取得などレベルア

ップを図りたいと思います。 

 

 

 

【斎藤隼輝】 

あいでみを通して、自分を見つめることが

できたと思います。これから春休みにかけ

て来年以降のあいでみのための告知ビデ

オを製作し,web にあげたいと思っていま

す。春休み終了までの完成を考えています。 

 

 

 

 

 

【菅野なな実】 

あいでみには、今回始めて参加しました。

中国へ渡航する前の準備期間や現地での

交流 

を通して学んだものは、言葉では言い表

せないほど大きく、とても重いです。し

かし、私が実際に感じたことは私にしか

伝えられないので、それを絶対に無駄に

せず、まずはまわりの人にしっかり伝え

ていきたいです。これはあいでみについ

ても同様で、メンバーの一人ひとりが感じたことや学んだことを、世の中にどんどん発信

していきたいと思います。 
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【佐藤千咲】 

私は、あいでみに参加する前は中国に対

して、あまり良いイメージを持っていま

せんでした。しかし渡航をきっかけに、

人の温かさ、中国の良いところをたくさ

ん学びました。 

実際に行って、自分の目で確かめる事が

大切なのだと改めて実感することがで

きました。今回の渡航を生かして、もっ

と中国を知りたい！と思えるように、勉

強していきたいです。 

 

【大河内稜也】 

今回初めて中国研修に参加してとても良

い経験をすることができました。今後こ

の経験を生かして進路選択などをしてい

きたいと思います。そして今回中国では

英語を使うことが多かったのですが自分

の英語力がアメリカにいた時より低くな

っていたので英語を勉強したいと思いま

す。英語以外にも他の言葉を学んでみた

いと思います。 

 

 

【鈴木拓磨】 

 

今回あいでみに参加したきっかけも卓球

でした。上海への渡航を通して先入観や偏

見を減らし異文化を受け入れていく姿勢

が大切であると学びました。これからスポ

ーツなどの面も含め海外と交流していき

たいです。 
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【赤木宥衣】 

私は今回の渡航でとても大切なものを得

ることができました。今後は、この中国

渡航で得たことを活かし、ボランティア

や海外へ目を向けて色んなことに挑戦し

ていきたいと思います。また、英語だけ

ではなく、他の言語もやってみたいと思

います！！！！ 

 

 

 

【倉上舞】 

今回の渡航では、とてもいい経験が出来

たの一言に限りますが、正直それを通し

て自分に残ったのは焦りだけです。自分

には自国に対する危機感がかけていま

した。今の能力に若干満足してしまって

いる自分がいました。自分が必要なもの、

外国語力は勿論、自分が見たもの感じた

ものを他に伝えたり、自分の考え等を表

現する言語力、自他に関する知識、物事

をいろんな視点から見られる能力などを身につけることが、今自分が 1 番やらなければい

けないことです。そのために勉強するのは勿論ですが、そういった能力等を身につけられ

る活動にも積極的に参加していきたいです。 

 

【室井美由喜】 

今回の渡航で、中国の良いところも悪い

ところも「今の中国」を自分の目で見る

ことができました。また、自分を見つめ

直す良いきっかけになりました。今後、

このあいでみを通して得た経験を周り

の人に伝えて、身近なところから少しず

つ偏見を無くしていきたいです。 
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【橋本路平】 

私はこの頃、教育にとても興味がありま

す。それは自分自身が中学生の頃にいく

つかの交流活動をして、良い方向に変わ

ることができたと実感しているからです。

自分もそのような機会を与えられるよう

な人になりたいと思っています。今回は、

教育について議論できたのでとても良い

機会でした。他の高校生の考えも知るこ

とができて、大変刺激的でした。この半

年間でたくさんのプログラムに参加させていただいたので、残りの高校生活は勉強に勤し

み、大学生になったらまた本腰を入れて、自分でプロジェクトを作れるようになりたいと

考えています。今、僕が考えているこの展望はあくまでも現状のものにすぎず、これから

たくさんの刺激を受けて変わっていくかもしれませんが、その時々でベストな判断をして、

努力し続けたいと思います。 

 

【左雨久乃】 

今回の中国渡航では、自分の目で中国そ

のものを見ることができました。同時に、

日中間の現状についてより興味を持つ

ことができました。そこで今後は、今、

1 番何を考えなければならないのか、ま

た、考えるに際し、自分のイメージに固

執せず、多様な面から関わっていければ

と思います！ 

 

 

【吉川仁菜】 

今後は、個人としてはまたなにか新しい

ことにチャレンジしたいです。ボランテ

ィアだったり、あいでみのように海外と

関わる機会を持つことだったりができ

ればいいなと思います。あいでみの活動

もまだゴールではないので、今回の渡航

で得てきたものを生かし、企画してみた
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り、周りの人に広めてみたり、中国についてもっと見聞をひろめたいです！ 

 

【白岩華】 

あいでみとして、まずは中国への渡航で

自分達が得てきたことを周りの人に伝

えたいです。そして、今後もあいでみの

活動を進歩させながら続けて行けたら

いいと思います。 

私個人としては、あいでみに参加し、中

国に渡航したことで1番強く感じたこと

は偏見を持つことはもったいないとい

うことです。このことを私がこれからチ

ャレンジする様々なことに生かしていきたいです！また、もっともっと世界のことについ

て知りたいと思ったので積極的に海外に出ていこうと思います。 

 

8.収支報告 

別紙にて作成、ご報告させて頂きます。 

 

9.さいごに 

【代表：芳賀萌美】 

まず、今年度の活動報告書をお手に取って頂いたこと、そしてお読み頂いたことに対して

メンバーを代表して感謝申し上げます。活動報告書を通して、私達の思い、活動成果を皆

様に十二分にお伝えすることは出来たでしょうか。お伝え出来ていたならば幸いです。 

今回あいでみとして得られた学びは、未来の日中関係改善に、今後のあいでみの活動に必

ず役立つものになったと信じています。そしてあいでみに参加したことで得られた経験は、

私達の人生に大きな影響をもたらすものになるでしょう。いや、必ずなります。このよう

な機会を頂けたことに改めて感謝申し上げます。 

また、あいでみの活動にご尽力賜りました、一般社団法人 Bridge for Fukushima スタッフ

の皆様、上海市の皆様、クラウドファンディング Ready for にてご寄付を頂きました支援者

の皆様をはじめとする、あいでみに関わってくださった全ての方々に御礼申し上げます。 

 

本当にありがとうございました。 
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【日中両メンバー集合写真：12/24 お別れ会終了後】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


